


















せよ、特に 1311 年に作成されたベギン禁令である教令『アド・ノストルム・クイ』（Ad nostrum 
qui）とは、単なるステレオタイプであるがゆえの一致では片付けがたい類似性が見出されるの
である。このことからは当時の教会当局がどのような思想を特にベギンたちの異端思想と見なし





（Hadewijch, 13 世紀）やマグデブルクのメヒティルト（1207 年頃 ‐1282 年頃）、そしてマルグリッ
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は反している。ヨハネ 18 章 20 節では「わたしは、世に向かって公然と話した。わたしはいつ
も、ユダヤ人が皆集まる会堂や神殿の境内で教えた。ひそかに話したことは何もない」と、マタ
イ 10 章 27 節では「耳打ちされたことが、述べ伝えられるだろう」と語られている。
　1‐ ａ、現世において人は自分自身によって確かに救われると語られること。如何なる信仰箇
条に反しているわけでもないが、しかし聖書の真実に反していることは、伝道の書 9 章 1 節が次
のように語るとおりである。「誰も愛と憎しみのどちらが相応しいのか知らない」。そしてもしロー

































きでないからである。そのことはヘブル人への手紙 1 章 3 節で言われている。「［神は］一切をそ















のことについてヨハネの第一の手紙 1 章 8 節は次のように語っている。「もし私たちが罪を持っ
ていないと語るなら、私たちは自分自身を欺いているのであり、私たちの内に真理はない」。ま























































聖書に反しているのだから。ルカ 18 章 1 節は次のように語っている。「気を落とさずに常に祈り
続けなさい」。テサロニケの信徒への第一の手紙 5 章 17 節には、端的に次のように語られてい




















































































福音書 10 章 18 節は次のように語っている。「私はサタンが稲妻のように天から落ち行くのを見















































































イザヤ書 38 章 15 節には次のように書かれている。「私は私の魂の苦悩の内で生涯を振り返るの




































2　Münchner clm. 311, fol. 91r-93v.
3　Münchner clm. 9558, fol. 121r-124v.
69
　105、また、それ自身一にされている如くに一になった人では、聖人たちに名誉や尊敬を示す
こと、或いは断食の尊重や同種のことにおいてある日を［特に］優先することが顧慮されない［と
語ること］。
  106、また、神と一になった人は奔放にあらゆる手段を通じて肉の情欲を満たすことが出来る。
勿論、修道士がどちらの性別であったとしても［と語ること］。
　107、また、復活は信じられるべきではない（と語ること］。
　108、また、それがどれほど大きな罪であれ、善き人は自分自身の罪を告白すべきではなく、
ただ別の善き人に［その罪を］語るか、自分の心の密やかな場所にいます神の面前で「私は罪を
犯した」と語るべきである［と語ること］。
　109、また、キリストの奉献に際して、確かに自分自身も同様に高められていると語ること。
秘蹟の時に立ち上がったり立ち上がらせられたりすることで敬意を示すということは、人々が躓
かないようにするために行っているのである。
　110、また、断食、鞭打ち、教育、徹夜の祈り（vigilia）4、或いは同様のことによって人は完成
や善を妨げ、遅らせている［と語ること］。
　111、また、人は労働に精を出すべきではなく、むしろどれほど主が甘美であるかということ
を見やり、［そのことに］専念すべきである［と語ること］。
　112、また、人間の手仕事に劣る祈りは無価値である［と語ること］。
　113、また、自由に、そして罪や恐れなしに、持ち主の意に反して他人の財貨を持ち続けるこ
とが出来る［と語ること］。
　114、また、罪なしに、密かに、持っているものを何でも望むだけ食べるべきである［と語ること］。
　115、また、告白において罪の行為について語る必要はなく、ただ「私は罪を犯した」と語る
だけで十分だと彼らは語っている。
4　単に徹夜で祈ることではなく、大祝日の前夜祭として行われる真夜中の祈り。初代教会以来行われてきた
が、第二ヴァチカン公会議以降による典礼の刷新によってその数は削減された。
70
　116、所持している恩寵を男性の著述によって明らかにするべきではない［と語ること］。とい
うのも、それは単に仔牛の皮によるのでは追認され得ないのであり、甘美な神性によって生じる
と彼らが語るところのまさにその経験によってのみ［追認され得る］ということを彼らは知らな
いからである［と語ること］。
　117、また、もし何らかの罪の内へ陥っているとしても、恐れたり悲しんだりすべきでない［と
語ること］。というのも、神が予め秩序付けたのであって、誰も神的な秩序を妨げるべきではな
いからである。またそしてまた悪についても善と同様に喜ぶべきであるし、人間に生じうるどん
なことをも、神によって予め秩序付けられて生じまた存在するものを［喜ぶべきだからである］。
　118、また、自分たちの側で完成することを望む人々は、イエス・キリストの受難について何
も考えるべきではない［と語ること］。
　119、また、罪を犯した人々は苦しみや悲しみ、同様に無駄に過ごした日々について振り返る
べきではない［と語ること］。というのも、そのような悲しみによって彼らの恩寵がいやますこ
とが遅らせられるからである。
　120、また、善き人間の血はあたかも彼ら自身であるかのように、或いは、もし［その人のも
のであると］信じることが出来るならそのような人から流れ出たもの（血痕）は、あたかも祭壇
におけるイエス・キリストの身体と血のように恭しく崇敬すべきである［と語ること］。
　121、また、悪しき自由、それに身体的静けさや快適さが人間の内に聖霊のための居場所や住
処を創るのである［と語ること］。
